
費 用

定 員

開催方法

申込方法

申込期間

10,000円

100名程度

裏面をご確認のうえ、ホームページの「お申込フォーム」より
お申込み下さい。

対 象

開 催 日

12：20
12：50～13：00
13：00～16：00

文部科学省 一般社団法人国立大学協会 一般社団法人公立大学協会 日本私立大学協会 一般社団法人日本私立大学連盟
日本私立短期大学協会 公益財団法人日本高等教育評価機構 独立行政法人国立高等専門学校機構

内閣府認証 NPO法人学生文化創造 〒163-1516 東京都新宿区西新宿1-6-1新宿エルタワー16階

TEL：03-6890-1730 FAX：03-3344-3229 E-ｍａｉｌ：tokyo@gakusei-bunka.org

▶大学等において学生支援相談に携わっている方（将来携わ
ることを希望する方を含む） ▶大学等において学生支援相談
のより専門的な知識の修得等を希望する方 ▶スチューデント
コンサルタント認定者

閉講式・アンケート回答

8：30
9：00～12：00

16：10～16：30

12：00～13：00
13：00～16：00

全ての講義でグループワークを実施（裏面参照）

オンライン（Zoom）

＊ 講師の所属機関・役職等は
2022年4月現在のものです。

グループ別 懇 談 （名刺交換や情報交換等）

16：30～16：40

Zoom接続開始
開講式
講 義

Zoom接続開始
講 義

昼休憩（各自）
講 義

＊ ワークで話し足りなかったことや事例共有など自由に（裏面参照）
＊ 初日の懇談メンバーとは異なるメンバーで行う予定です。

～対面での学びの機会や経験に
制約を受けた学生への支援の在り方～

甲南大学 文学部 教授 高石 恭子

グループ別 懇 談 （名刺交換や情報交換等）

16：10～16：30

＊ ワークで話し足りなかったことや事例共有など自由に（裏面参照）

～学生の成長を促す教育プログラムや
学生寮の運営の在り方を考える～

早稲田大学 文学学術院 文学部 教授 沖 清豪

～具体的な取組み事例から
大学の役割と問題点を考える～

産業能率大学 情報マネジメント学部 教授 古賀 暁彦



内閣府認証NPO法人学生文化創造 〒163-1516 東京都新宿区西新宿1-6-1新宿エルタワー16階
TEL：03-6890-1730 FAX：03-3344-3229 E-ｍａｉｌ：tokyo@gakusei-bunka.org

Zoomを用いたオンライン開催です。お申込の前に以下➊から➌をご確認ください。

❶ お申込条件等
・ 原則、全ての講義にご参加が可能な方（業務都合等で参加できない講義がある場合は、事前に事務局までお知らせください）。

・ パソコン（カメラ・スピーカー機能を含む）、通信環境は、参加者ご自身にてご用意ください。

❷ お申込から開催前まで

お申込はホームページ「お申込フォーム」より行ってください。

申込受付後
・ お申込の内容について、自動返信メールが配信されます（内容にお間違いないか、ご確認ください）。
・ 別途、事務局より、参加費お支払い方法（振込先等）やご参加にあたっての注意事項等についてメールにてご案内します。

開催1週間前
・ 『Zoomの設定等について』 『研究会資料一式（日程表、講義資料、グループ分け一覧）』 『参加用URL・ＩＤ・パスコード』
の3点をメールにて配信します。

・ 「グループ分け一覧」 には、「所属機関名、所属部署、氏名」 を記載します（その他の個人情報は記載しません）。

➌ 研究会当日
・ 通信（接続)状況確認のため、各日とも、開始30分前からZoom接続を開始いたします。

・ 講義中は、カメラによる映像表示をお願いします。

グループワーク実施において
・ ブレイクアウトルーム機能を用い、5名～7名程度のグループワークを実施する予定です。
・ グループのメンバーは、所属機関や地域などに偏りがでないよう、予め事務局で振り分けをします。
・ 日毎にメンバーを入れ替えるなどし、極力多くの参加者と交流が図れるよう考慮します。
・ グループ毎の発表、発表に対し講師よりコメントをもらうなど、双方向的なワークを予定しています。

グループ別懇談の実施について
・ 各日、講義終了後に、事前に振り分けたメンバー同士による懇談の場を予定しています（20分程度）。
・ 『他機関の事例共有』 『連絡先の交換』 『ワークで話し足りなかったことを話す』 『講義終了後の意見交換』など、
各グループでの自由討議とし、情報交換の場として活用していただきます。

（参 考) オンライン上の簡単な名刺交換方法（名刺交換は任意です）

・ ご自分の名刺をデータ化（PDFや、撮影した画像データなどに）しておき、

その名刺データをチャットに添付して送信し合う。
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学生文化創造 学生支援相談に関する研究会

昨年度は、 と題し、以下のテーマについて講義とグループワークを行いました。

講 義 １ ． ～ＡＩ時代を生きる力をどう育てるか～

講 義 ２ ． ～保護者等との連携、対応の留意点～

講 義 ３ ． ～大学に来ない学生をどうサポートするか～
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▶▶▶ （参 考） 昨年度 「学生支援相談に関する研究会」 アンケート集計結果（抜粋） ▶▶▶
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係長（相当職）
主任
係員
その他


